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１．はじめに
環境アセスメントにおいては、事前の環境現況調査で貴重な生物が確認され、かつ事業による影響があると予測された場合には、何らかの環境保全措置を講ずることが求められている。

沖縄科学技術大学院大学建設事業 (以下、本事業) の環境アセスメントでは、貴重種であるイボイモリが事業予定地内で繁殖していることが明らかになり、繁殖環境の一部が消失することが予測された。
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イボイモリは、奄美・沖縄諸島のみに分布する全長15～20cmの両生類である。沖縄県指定の天然記念物であり、沖縄県版レッドデータブック(2005)、環境省レッドリスト(2012)では絶滅危惧Ⅱ類に指定されている。
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本事業では、イボイモリに対する環境保全措置として、本種の繁殖特性を考慮した小規模な池を事業実施区域内に創出した。

本稿では、イボイモリの人工繁殖池の創出の方法を紹介するとともに、モニタリングから得られた人工繁殖池の利用状況及び維持管理等について報告する。
２．本事業及び環境影響評価の概要
１）本事業の概要

[image: image19.png]3000

7 250
= 2000
i 1433
& 1500
%
1000
=3
500
, 710545 03 54p7 30
N*NM{@@R@@DEN [P A EMO@D#NE E@Mocm
g o B O ot IS S i A S o
SRS ERREEREEEE SRR BRI ks EEEER
N S SIS S SEEE R o SEEEE
R 9 FR20EE FR2IEE FRRERE PREE ERAEE
gou
400 789
ﬁ 700
& oo 504
™ 500 3
B
B 0 36
300 74
H o 139 92, o
" 118 137 113 '
100 7781 73 27169 g7 87 92

13 B p27303018i6 5 5 5 3 UM%y 2 1253 4 1397 3517211923 13




本事業は沖縄県北部の恩納村で実施されており、約80ha の計画区域のうち約23ha を造成範囲としている。事業の実施位置を図-1に示す。




２）環境影響評価の概要

事業及び環境影響評価に関する経緯を表-1に示す。
本事業は、「大学の新設」であり、環境影響評価法及び沖縄県環境影響評価条例の対象とはなっていないが、当初計画予定時は計画区域80ha と一般の面開発事業では条例の対象に該当すること、周辺に豊かな自然環境を有すること等の理由により、自主的に環境影響評価を行うことを決定し、平成17年から県条例に則った環境影響評価手続きが行われている。

事後調査は、平成19年から着工と共に開始しされ、平成24年11月時点で約5年に渡って続けられている。
	平成15年4月
	建設地が恩納村に決定

	平成15年12月
	環境現況調査開始

	平成17年5月
	方法書公告縦覧

	平成18年2月
	準備書公告縦覧

	平成19年2月
	補正評価書公告縦覧

	平成19年4月
	メインキャンパス造成工事着手

	平成20年3月
	事後調査報告書提出

	平成21年3月
	事後調査報告書提出

	平成22年3月
	キャンパス施設部分的供用開始

事後調査報告書提出

	平成23年3月
	事後調査報告書提出

	平成24年3月
	事後調査報告書提出

	平成24年9月
	一部建設予定地を残して本格的に開学


３．環境保全措置の実施
１）イボイモリの繁殖生態

本種は、幼生時には水域で過ごし成体になると上陸し陸域で過ごす両生類である。雌は1～2月頃に水域周辺の陸部分の落葉の下に産卵し、孵化したばかりの幼生は自力で水域に移動する。2～3ヶ月間水域で成長した幼生は、変態し上陸する。

２）環境現況調査の結果

平成15～16年にかけて行われた環境現況調査の結果、イボイモリは造成範囲及びその周辺で4季の調査で延べ835個体(幼生含む)確認された。イボイモリが繁殖場所として利用していた水域の多くは、流れがなく魚類が生息していない小規模な水溜まりであった。
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３）繁殖場所(人工繁殖池)の創出

評価書では本種の生息域の縮小が予測されたことから、環境保全措置として、学識者の助言のもと、平成19年11月にイボイモリの繁殖場所となる小規模な池の創出を行った。
（１）設置地点の選定

設置地点は、1.造成範囲から離れている場所であること、2.イボイモリが確認されている森林内もしくはその周辺であること、3.周囲に樹木が生育しており日陰が形成されていることを基準として事業実施区域内から10地点を選定した。

（２）施工方法
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深さ20～30㎝、直径100～120㎝程度の円形の穴を人力で掘る、もしくは元々あった窪地を利用した。

漏水を防ぐため、底面から壁面にかけて遮水シートを敷き、その上の池の底面や水際となる箇所に、土や落葉を敷いて自然な環境に近づけるようにした。創出した人工繁殖池を写真-3を示す。
４．モニタリング結果

平成19年12月から平成24年10月までの5年に渡り、毎月1回の頻度で人工繁殖池を対象としてモニタリングを実施した。10箇所の人工繁殖池で確認された卵及び幼生の合計個体数の経年変化を図-2に示す。

　繁殖は全ての池で確認された。卵は毎年2～5月、幼生は主に5～10月頃に多く見られた。さらに、平成20年12月からは人工繁殖池の周囲で亜成体も確認されるようになった。これらのことから、創出した池は繁殖環境として十分に機能していることが明らかになった。

卵及び幼生の個体数は年の経過とともに増加する傾向がみられた。
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また、イボイモリの他にも、シリケンイモリ、ヌマガエル、オキナワアオガエル、ヒメアマガエル等の両生類、トンボ類、アメンボ類、ガムシ類、カ類等の昆虫類が、人工繁殖池を利用していることが確認された。多様な生物の生息環境として機能していることも明らかになった。
５．人工繁殖池の管理

　人工繁殖池の機能維持を目的として下記に示す管理を行った。

１）給水

　モニタリング時に各人工繁殖池の水深を計測し、著しく水位が低下している場合には、雨水を準備して給水を実施した。

２）遮光

　水位の低下は日光の照射による蒸発が原因であると考えられたため、長期的に日光を遮蔽することを目的として、コバンモチ、タブノキ等の稚樹を人工繁殖池の周囲に移植した。

　現在はまだ稚樹の樹高が低く遮光機能を発揮していないため、一時的な措置として遮光ネットを設置した。
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３）堆積物の除去

　人工繁殖池を平成19年11月に創出してからおよそ5年が経過し、落葉などの堆積物の増加によって水面面積が縮小していたため、イボイモリの卵、幼生の確認数が少ない時期(12月、1月)に、堆積物の除去を実施した。
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６．今後の課題
　人工繁殖池が持続的にイボイモリに利用されるためには、堆積物の除去を定期的に実施する必要があるが、コスト的観点から可能な限り実施頻度を低くすることが求められるであろう。今後は、堆積物が溜まりにくい人工繁殖池の仕組みや構造を考えていく必要がある。

７．おわりに
本事例のようなイボイモリの人工繁殖池創出は前例がなく、位置選定、人工繁殖池の施工及び管理、モニタリング方法などあらゆる過程で試行錯誤を重ねながら取り組むこととなった。

それでも、この環境保全措置が一定の成果(イボイモリの繁殖場所として機能したこと)を得られたのは、モニタリングから得られた問題(水位低下、水面の縮小等)を迅速にフィードバックし的確に対応できたことが大きな要因であると考えている。

今後、イボイモリの生息環境の保全を実施する際に、多くの事業者が今回得られた知見を参考として頂き、本種が生息する地域全体の生態系維持に貢献することが出来れば筆者らとしては幸いである。
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写真-1 イボイモリ(成体)





写真-4　イボイモリの幼生(左)、亜成体(右)





写真-2 イボイモリの繁殖場所





写真-3　創出した人工繁殖池





写真-5　シリケンイモリの幼生(左)、


ヤンマ科の一種の幼虫(右)
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図-1　事業の実施位置





図-2　卵及び幼生の合計個体数の経年変化





写真-6　樹木移植及び遮光ネットの設置状況





写真-7　堆積物の除去の状況
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表-1　本事業及び環境影響評価に関する経緯
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